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動作環境（推奨環境）
動作環境（推奨環境）については、次のとおりです。

〔対象OS〕

・Windows８以降・MacOS10.11以降

〔対象ブラウザ〕

(Windows)・Chrome

(Mac)・Chrome・Safari
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操作手順
【１：テンプレート選択】

  

①商品番号/キーワードから選ぶ

1．商品番号を空欄に入力して「絞り込む」をクリックしてください。

2．該当商品が一覧で表示されますので、使用する商品を選択してください。

 商品には表・裏があります。片面ずつ作成してください。
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②カテゴリから選ぶ

1．「カテゴリからテンプレートを探す」から加工タイプを選択してください。

2．「カテゴリからテンプレートを探す」からカテゴリを選択し、

 中央の一覧から使用するテンプレートを選びます。

 ※袋には表・裏があります。片面ずつ作成してください。

  ＜ベース商品が袋の場合＞

  ＜ベース商品がケース・カートン類の場合＞

※あとカラータイプ１・２は、どちらも編集機能は同じです。

カテゴリ→あとカラープリント１→カテゴリからテンプレートを探す から

袋の形状を選択してください

カテゴリ→あとカラープリント２→カテゴリからテンプレートを探す から

ケース・カートンの形状を選択してください
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③保存したファイルを開く

1．「ファイルを選択」をクリックすることで、ファイルを開くウィンドウが表示されます。

 ※開くことができるファイルの拡張子は.satcのみです。

④入稿する

1．「入稿する」をクリックすると、利用規約が表示されます。

 

「入稿する」をクリック

こちらのボタンからも

入稿画面が開けます
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 内容をご確認の上、「入稿ファイルをダウンロード済みです。」と

 「上記内容について了承しました。」の2カ所にチェックを入れると

 入稿ボタンへ進めます。 （入稿ファイルのダウンロード方法→P.23）

2．入稿するデータの印刷面（表もしくは裏）を選択し、

 「参照」をクリックすることで、ファイルを開くウィンドウが表示されます。

 入稿データを選択し、その他の必要事項もご入力ください。

  ※開くことができるファイルの拡張子は.satcnのみです。

  ※両面印刷の場合は「入稿データ１」へ表面を、「入稿データ２」に裏面を

   それぞれ選択してください。

※お取引番号は必須です。

以前より当社とお取引があり、

お取引番号がわからない場合は、

お手数ですがパッケージ通販の

ホームページ

ログイン画面より照会ください。
https://www.seiwa-
p.co.jp/shop/customer/menu.aspx
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3．内容確認画面が表示されます。入力情報に間違いがないか必ずご確認ください。

4．入稿完了です。入稿時のメールアドレスへ自動配信メールが届きます。

5．入稿データを確認次第、担当者よりご連絡いたします。
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【２：メニューバー・ツールバー・プロパティバーについて】
ツールバー・メニューバーは編集エリアの上部に表示されています。

①メニューバーは4つのメニューに分けられています。

 各メニューの機能について説明します。

・ファイルメニューについて

①

②

③

④

⑤

番号 名 称 機 能 説 明

① 新規作成

新しく作成を始めるボタンです。

保存をしていない場合、データは消えます。

ご注意ください。

② 開く 保存されたsatcデータを開くことができます。

③ データ出力

作業内容を保存することができます。

出力ファイルは3種類から選べます。詳しくは

「P.20 データを保存する」を参照ください。

④ 画像に変換
作成した内容を、画像変換する機能です。

詳しくは「P.21 画像に変換する」を参照ください。

⑤ 入稿
作成したデータを入稿することができます。

詳しくは「P.４ ④入稿する」を参照ください。

あとカラープリント２も

編集機能は同じです。
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・編集メニューについて

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

番号 名 称 機 能 説 明

① 戻る

作業を戻すことができます。色に関しては履歴を保存していない為、

カラーピッカーの履歴をご使用ください。詳しくは「P.12 カラー

ピッカーの説明」を参照ください。

② 切り取り 選択したオブジェクトを切り取ることができます。

③ コピー 選択したオブジェクトをコピーすることができます。

④ 貼り付け
切り取りまたは、コピーしたオブジェクトを

貼り付けることができます。

⑤ 削除 選択オブジェクトを削除します。

⑥ 拡大
編集エリアの拡大を行います。詳しくは「P.22 編集エリアの表示を

変更する」を参照ください。

⑦ 縮小
編集エリアの縮小を行います。詳しくは「P.22 編集エリアの表示を

変更する」を参照ください。

⑧ 全体表示
編集エリアの全体表示を行います。詳しくは「P.22 編集エリアの表

示を変更する」を参照ください。

⑨ テンプレート変更
現在のテンプレートからベース商品を変更することができます。詳し

くは「P.23 ベース商品を変更する」を参照ください。
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・グリッドメニューについて

・ヘルプメニューについて

②ツールバーについて

①

②

番号 名 称 機 能 説 明

① グリッド表示 グリッドを表示します。グリッド感覚は10mmです。

② グリッドに合わせる オブジェクトの位置をグリッドに合わせます。

①

②

③

番号 名 称 機 能 説 明

① 使い方ガイド 使い方ガイドを表示します。

② よくある質問 よくある質問とその回答をまとめています。

③ バージョン情報 現在のバージョンを表示します。

番号 名 称 機 能 説 明

① 新規作成
新しく作成を始めるボタンです。保存をしていない場合、データは消

えます。ご注意ください。

② 開く 保存されたsatcデータを開くことができます。

③ データ出力

作業内容を保存することができます。

出力ファイルは3種類から選べます。詳しくは

「P.20 データを保存する」を参照ください。

④ 画像に変換
作成した内容を、画像変換する機能です。

詳しくは「P.21 画像に変換する」を参照ください。

⑤ 切り取り 選択したオブジェクトを切り取ることができます。

⑥ コピー 選択したオブジェクトをコピーすることができます。

⑦ 貼り付け
切り取りまたは、コピーしたオブジェクトを

貼り付けることができます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
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③プロパティバーについて

プロパティバーは文字や図形などを挿入する際に使用します。

⑧ 戻る

作業を戻すことができます。色に関しては履歴を保存していない為、

カラーピッカーの履歴をご使用ください。詳しくは「P.12 カラー

ピッカーの説明」を参照ください。

⑨ 入稿
データを入稿します。あとカラープリント入稿用データ（.satcn）を

ご用意の上、詳しくは「P.4 ④入稿する」を参照ください。

⑩ テンプレート変更
現在のテンプレートからベース商品を変更することができます。詳し

くは「P.23 ベース商品を変更する」を参照ください。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

番号 名 称 機 能 説 明

① 文字

文字を挿入、編集、削除、コピーを行うプロ

パティを開きます。詳しくは「P.11 文字を

入力する」を参照ください。

② 図形

図形を挿入、編集、削除、コピーを行うプロ

パティを開きます。詳しくは「P.14 線・図

形を入れる」を参照ください。

③ 画像

画像を挿入、編集、削除、コピーを行うプロ

パティを開きます。詳しくは「P.16 画像を

入れる」を参照ください。

④ バーコード

バーコードを挿入、編集、削除、コピーを行

うプロパティを開きます。詳しくは「P.18

バーコードを入れる」を参照ください。

⑤ QRコード

QRコードを挿入、編集、削除、コピーを行う

プロパティを開きます。詳しくは「P.19 QR

コードを入れる」を参照ください。

⑥ 全体表示

テンプレート読み込み時の初期位置を表示し

ます。詳しくは「P.22 編集エリアの表示を

変更する」を参照ください。

⑦ 拡大

編集エリアが拡大されます。詳しくは「P.22

編集エリアの表示を変更する」を参照くださ

い。

⑧ 縮小

編集エリアが縮小されます。詳しくは「P.22

編集エリアの表示を変更する」を参照くださ

い。
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【3：文字を入力する】
文字を挿入します。基本的な挿入の仕方は以下の通りです。

①文字タブを押し、プロパティを開きます。

②文字の向きを選択します。

③オブジェクトを選択します。

④文面フィールドより文字を変更します。
①文字を作製したい時は、
「文字」タブを押して
右の文字入力プロパティを
表示させてください。

②文字を「横書き」にするか
「縦書き」にするか選択してください。
該当ボタンを選択すると
テンプレート中央に文字サンプルが
表示されます。

③オブジェクトを選択します。

④作成したい内容を文字入力します。
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編集の機能を説明します。

①編集はオブジェクトを選択することで編集できます。

オブジェクトを選択します。

文字のサイズを変更できます。

編集中の文字方向を
変更できます。

文字の色を変更することが
できます。

カラーピッカーを使用した履歴が表示されます。
履歴は最大55色保存することができます。

文字の種類を変更することがで
きます。
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入力された回転角度によって
文字が回転します。

文面を削除することができます。

チェックボックスをつけるをつけることによって
書式に太字、斜体、下線をつけることができます。

同じ文面を複数作成したい場所は、
作成したい文面を選択して
「コピーの作成」ボタンを押してください。
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【４：線・図形を入れる】
線・図形タブを押し、プロパティを開きます。

①線・図形タブを押し、プロパティを開きます。

②挿入する図形を選択します。

編集の機能を説明します。

編集はオブジェクトを選択することで編集できます。

①線・図形を作成したい時は、「線・図形」タブ
を押して下記の画面を表示させてください。

②「直線」「四角形」「円・楕円」を選択します。

①オブジェクトを選択します。

リサイズボックスをドラッグすることで、
図形サイズを変更することができます。

入力された回転角度によって、
線・図形が回転します。

直線について、Shiftキーを押しながらドラッグすると、
水平/垂直な直線を描くことができます。
四角形、円については、Shiftキーを押しながらドラッグすると、
リサイズを始めた時点の比率を保ったまま拡大・縮小ができます。
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選択している図形の線の種類を
変更することができます。

選択している図形の線の色を
変更することができます。

「塗りつぶしオプション」では、図形の中を単色で
色を付けることができます。
塗りつぶしオプションで「塗り(単色)」をクリックして
パレットで色を選択してください。

色を付けない場合は、「塗りつぶしなし」を選択してください。

「グラデーション」では、図形の中をグラデーションで
色をつけることができます。
「グラデーション」を選択し、パターンと色を
2色選んでください。
図形にグラデーションを反映させます。

取り消したい場合は、「塗りつぶしなし」を選択してください。
※一つの図形で、[塗りつぶし]と[グラデーション]を
同時に選択することはできません。

同じ直線・四角形・円・楕円を複数作成したい場合は、
作成したい直線・四角形・円・楕円を選択して
「コピーを作成」ボタンを押してください。

図形を削除することができます。

15



【５：画像を入れる】
画像を挿入します。基本的な挿入の仕方は以下の通りです。

①画像タブを押し、プロパティを開きます。

②「フォルダから画像を選ぶ」を選択します。

③画像選択画面が表示されるので、画像を選択します。

④「開く」を押すことで画像が挿入されます。

※任意のフォルダから画像を選択すると、次回よりそのフォルダが開きます。

※ファイルサイズが１.５MB以上の画像は挿入できません。

 画像編集ソフトで画像を小さくし、ファイルサイズを縮小して再度お試しください。

①「フォルダから画像を選ぶ」ボタンを押して
使用する画像をフォルダから選択します。

②挿入したい画像をクリックします。
あとカラープリントで使用できる画像が
表示されます。
※JPG・GIF形式のみ使用できます。

④「開く」を押すことで
画像が挿入されます。

無料のイラストや画像素材を
配布しております。
ダウンロードしてご利用ください。
https://label-print.net/illust/
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画像編集の機能を説明します。

編集はオブジェクトを選択することで編集できます。

オブジェクトを選択します。

画像はいくつでも
追加できます。

入力された回転
角度によって、
画像が回転します。

画像を削除することができます。

同じ画像を複数作成したい場合は、
作成したい画像を選択して
「コピーを作成」ボタンを押してく
ださい。

リサイズボックスをドラッグすることで
画像のサイズを変更することができます。
Shiftキーを押しながらドラッグすると、
リサイズを始めた時点の比率を保ったまま
拡大、縮小ができます。

画像のぼかし・
透明度・色味を
調整します。

画像を選択した状態で「選択した画像を透過する」
ボタンを押すと、画像の白色部分は透過されて、
下の商品画像が見えるようになります。

「色調整を元に戻す」で
画像のぼかし・透明度・色味を
一番初め(画面に表示されたときの
状態)に戻すことができます。

透過ボタンを押した後→

透過ボタンを押す前→

「大きさ・回転角度・透過を初期に戻す」で
一番初め(画面に表示されたときの状態)に戻す
ことができます。
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【６：バーコードを入れる】
バーコードを挿入します。基本的な挿入の仕方は以下の通りです。

①バーコードタブを押し、プロパティを開きます。

②「JANコード入力」フィールドにJANコードを入力し、「バーコード生成」を押します。

編集機能を説明します。

編集はオブジェクトを選択することで編集できます。

「バーコードの更新」を押すことで編集が反映されます。

※当社でのバーコードの読み取りテストは行っておりません。

 校正時お送りする現物（校正刷り）にて、必ずご自身で読み取り確認をお願いいたします。

①バーコードを入れたい時は、
「バーコード」タブを押して
右記の画面を表示させてください。

②12桁のコードを入力してください。
13桁目のチェックデジットは、
「チェックデジットを自動計算する」を選択す
ることで自動計算できます。
入力できたら「バーコード生成」ボタンを押し
てください。

①オブジェクトを選択します。

②バーコードの更新を押すことで
編集を反映させます。

バーコードの倍率(線の太さ)と
バーの高さを一定の範囲内で
変えることができます。
スペースに応じて設定してください。

※読み取り精度を考慮し
バーコードのリサイズは
制限しています。

入力された回転角度によって
バーコードが回転します。

バーコードを削除することが
できます。

同じバーコードを複数作成したい場合は、
作成したいバーコードを選択して
「コピーを作成」ボタンを押してください。
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【７：ＱＲコードを入れる】
ＱＲコードを挿入します。基本的な挿入の仕方は以下の通りです。

①QRコードタブを押し、プロパティを開きます。

②「QRコードに埋め込む情報」フィールドに情報を入力し、「QRコード生成」を押します。

編集機能を説明します。

編集はオブジェクトを選択することで編集できます。

「QRコードの更新」を押すことで編集が反映されます。

※QRコードは株式会社デンソウェーブの登録商標です。

①QRコードを入れたい時は、
「QRコード」タブを押して
右記の画面を表示させてください。

②コードに埋め込む情報を入力してください。
漢字 14文字程度
数字 510文字程度
英字 310文字程度(大文字のみ入力の場合)
※画像は登録できません。

情報の入力が終わったら
「QRコード生成」ボタンを
押してください。
編集画面上にQRコードが
表示されます。

①オブジェクトを選択します。

リサイズボックスをドラッグすること
でQRコードのサイズを変更することが
できます。

入力された回転角度によって、
QRコードが回転します。

QRコードを削除することが
できます。

同じQRコードを複数作成したい場合は、
作成したいQR-コードを選択して
「コピーを作成」ボタンを押してください。

②QRコードの更新を押すことで
編集を反映させます。
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【８：データを保存する】
作業途中のデータの保存・入稿用データのダウンロードができます。

保存データは、3つの形式から選択してください。

①編集データダウンロード

 .satc形式で出力します。次回続きから始める時はこちらをアプリから開いてください。

 作業途中のデータを保存するとき、一部内容変更をしたいとき等にお使いください。

②確認用レイアウトPDFダウンロード

 PDF形式で出力します。

 実際に印刷するデザインのみ反映します。（その他、商品画像などは表示されません。)

 配置されたデザインに誤りがないか、PDFでご確認ください。

③入稿データダウンロード

 .satcn形式で出力します。入稿フォームへデータを参照する際に使用します。

 ※その他の機能には使用できません。

保存する場所はブラウザを設定していない場合は「ダウンロード」フォルダに保存されます。

お使いのブラウザによって異なりますので、ブラウザの設定をご確認ください。

「ファイル」メニューから
「データ出力」を選んでください。

こちらの「データ出力」ボタンからも
保存ができます。

商品番号【印刷面】 商品名 年月日 時分秒

ダウンロードした

データ
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【９：画像に変換する】
作成したデザインを、画像に変換する機能です。

「ファイル」メニューから
「画像に変換」を選んでください。

こちらの「画像に変換」ボタンからも
保存ができます。

保存するボタンを押すと
画像ファイルが出力されます。

出力するファイル形式を指定します。
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【１０：編集エリアの表示を変更する】

編集エリアの全体表示、拡大、縮小を行うことができます。

拡大、縮小は25％単位で行われます。

編集メニューからも全体表示、
拡大、縮小ができます。

「全体表示」を押すと、
テンプレート読み込み時の
初期位置を表示します。

「拡大」を押すと、
編集エリアが拡大されます。
800％まで拡大できます。

「縮小」を押すと、
編集エリアが縮小されます。
25％まで拡大できます。
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【１１：ベース商品を変更する】

現在のテンプレートから、他のテンプレートに変更を行うことができます。

ベース商品の変更のほか、印刷面の変更もこちらから行ってください。

※テンプレートを選択する画面へ戻ります。ベース商品を再選択後、編集中の内容が反映されます。※

「編集」メニューの「テンプレート変更」
からも変更できます。

こちらの「テンプレート変更」を押すと、
商品選択画面に戻ります。

ベース商品変更アラートが出ます。
変更の場合は、「はい」を選択してください。
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ベース商品変更時は、
商品番号/キーワード
または、カテゴリから選択できます。

「このテンプレートに変更する」をクリックすると、
ベース商品が変更されます。

ご使用上の注意
●本ソフトウェアの著作権は、株式会社清和が保有します。

●本ソフトウェアは無料でお使いいただけますが、再配布は禁止します。

●本ソフトウェアのドキュメントを含め、パッケージ構成の改編は禁止します。

●本ソフトウェアを使用して発生したいかなる損害に対しても、当社は一切の責任を負いません。

ご自身の責任においてお使いください。

●本ソフトウェアを使用して印刷したバーコードは、当社で読み取り確認を行いましたが

これにより読み取りを保証するものではありません。

バーコードとQRコードについては、白無地商品への印刷を推奨します。

ご利用に際しては、校正サンプルにて必ず読み取りテストを行ってください。

●本ソフトウェアには、筆文字フォント等のデータは付属しておりません。

●本ソフトウェアで使用できる画像は、JPG・PNG・GIF形式で保存された画像です。

その他注意事項
●カタカナ、英数字、記号などの半角文字は縦書きにはできません。

縦書きにする場合は、全角文字を使用してください。

※QRコードは、株式会社デンソウェーブの登録商標です。
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